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1. 同時確率関数PXY (x, y) (x = 1, 2, y = 1, 2, 3)が以下の表で与えられるとき，周辺確率関数PX(x),
PY (y)と，条件付き確率関数 PY |X(y|x) (x = 1, 2), PX|Y (x|y) (y = 1, 2, 3)を求めよ．約分する必
要はない．また，解答として表を用いてもよい．
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2. 期待値と分散に関する以下の性質を証明せよ．

(a) 確率変数X, Y が独立ならば，E[XY ] = E[X] E[Y ]

(b) V [X] = E[X2] − E[X]2

3. (a) ２点分布 PZ(1) = p, PZ(0) = 1 − pに従う確率変数 Z について，平均と分散を求めよ．

(b) 二項分布B(n, p)に従う確率関数X の平均と分散を求めよ．

ヒント： X =
n∑

i=1

Zi (Z1, Z2, . . . , Zn
i.i.d.∼ ２点分布)

4. 正規分布N(µ, σ)に従う確率変数X について，E[X] = µ, V [X] = σ2であることを以下の手順で
示せ．

(a) Y が正規分布N(0, 1)に従うとき

E[Y ] =
1√
2π

∫ ∞
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2 dy = 0

となる．理由を述べよ．

(b) 上式を yで微分することで，V [Y ] = 1となることを示せ．微分と積分は交換してよい．

(c) X がN(µ, σ)に従うとき，Y = X−µ
σ はN(0, 1)に従うことを示せ．

(d) 平均と分散の性質を用いてE[X] = µ, V [X] = σ2を示せ．


